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Immunological effects of sublingual immunotherapy with Japanese cedar 









ントであるCha 〇1 およびCha 〇 2 は、スギ花粉の主要アレルゲンコンポーネントであるCry j 1 










を検討することで、ヒノキ花粉非奏効例に対するCha 〇 3 の関与を検討することを目的とした。
【方法】
健常人 (Healthy C o n tro ls )、舌下免疫療法を受けていないスギ• ヒノキ花粉症患者(Non-SLIT)、
スギ舌下免疫療法中のスギ• ヒノキ花粉症患者(SLIT)の 3 群に分けて比較検討した。
スギ花粉舌下免疫療法開始後1〜2 年のスギ• ヒノキ花粉症患者の、非飛散期の血液を採取し、 
血清とPBMC s (p e rip h e ra l blood mononuclear c e l l s ) (末梢血単核細胞）を分離•採取した。 PBMCs
に、Cry j 1、Cha 〇1 およびCha 〇3 で刺激して上清を採取し、サイトカインを測定した。また、
血清から、Cry j 1、Cha 〇1 およびCha 〇3 各々の特異的 IgE、 IgG 4を測定した。さらに血清を用
いて好塩基球刺激試験(BAT)を行った。




別紙様式3 の 2 (課程博士 •論文博士共用）
(続紙）
【結果】
SLIT群では、PBMCsに対するCry j 1 • Cha 〇 1 • Cha 〇 3 刺激時の IL-5 • IL -1 7産生が有意に 
抑制され、 IFN- ァ産生も抑制された。SLIT群では、Cha 〇1 • Cha 〇 3 刺激時の IL -1 0産生は増加 
しなかったが、Cry j 1 刺激時の IL -1 0産生のみが有意に増加した。
SLIT群では、血清中のCha 〇 1 • Cha 〇 3 特異的 IgE • IgG 4の増加は認めなかったが、Cry j 1 
特異的 IgE • IgG 4のみ有意な増加が認められた。
Cry j 1 特異的 IgG4や、Cry j 1刺激時の IL -1 O /IL -5と、スギ花粉飛散期の症状スコアとの逆 
相関がみられた。





SLITの免疫寛容は制御性T 細胞 (T reg)の誘導に関連している。T re gには 2 つの主要なサブタイ 
プがあり、本研究においてスギ花粉のS L IT後にヒノキ花粉のアレルゲンコンポーネントである 
Cha 〇 1 • Cha 〇 3 刺激時のサイトカインが抑制されたのは、直接的な細胞間での接触依存性の様 
式で抑制能力を発揮するn T r e g の増加が関与している可能性があると推測した(非特異的な反応 
の可能性)。
本研究では、Cry j 1 は、SLIT後の PBMCsからの IL -1 0産生を有意に増加させ、血清 Cry j 1 
特異的 Ig G 4も有意に増加させたが、Cha 〇 1 は IL -1 0産生もCha 〇 1 特異的 Ig G 4も増加させな 
かった。この結果は、Cry j 1 と Cha 〇 1 とに交差反応性があるにもかかわらず、スギ花粉舌下 
免疫療法では、スギ抗原によってのみT re g(や B reg )の誘導が引き起こされることを示唆してい 
る。
2013年に Cha 〇 3 と相同性を示すスギ花粉アレルゲンコンポーネントであるCry j 4 が発見さ 
れたが、スギ花粉中に含まれるCry j 4 の量が少ないため、スギ SLITではCha 〇 3 に対する十分 
な免疫寛容を誘導しない可能性がある。その結果、Cha 〇 3 は IL -1 0産生もCha 〇 3 特異的 IgG4 
も増加させなかった。
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1) スギ花粉症舌下免疫療法施行者では、末梢血単核球のスギ花粉抗原Cry j 1、ヒノ 
キ花粉抗原Cha 〇1 とCha 〇 3 に対するIL-5と IL-17産生量が非治療者より低値
であった。
2 ） スギ花粉症舌下免疫療法施行者では、末梢血単核球のスギ花粉抗原Cry j 1 に対す
る IL-10産生が非治療者より増加した。
3) スギ花粉症舌下免疫療法施行者では、血清 Cry j 1特異的 IgEと IgG4が増加した。
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